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Ⅰ 概要 

１．「ＣＳＶファイルからのデータ読込機能」について 

報酬等や不動産使用料等の支払管理を他社システムやExcelで行っている場合でも、ＣＳＶファイルをシス

テムへ読み込ませることで、支払調書の作成がスムーズに行えます。 

 

＜ イメージ ＞ 

 

 

２．対象の支払調書 

(1)  報酬、料金、契約金及び賞金の支払調書 

(2) 不動産の使用料等の支払調書 

(3)  不動産等の譲受けの対価の支払調書 

(4)  不動産等の売買又は貸付けのあっせん手数料の支払調書 

 

 

Ⅱ ＣＳＶファイルの作成 

１．ＣＳＶファイルの作成基準 

「Ⅴ  巻末資料」－「１．ＣＳＶファイルの作成基準」をご参照ください。 

 

２．ＣＳＶファイルの読込形式 

ＣＳＶファイルに記載した管理コード（後述）を基準に、支払先情報をシステムに読み込みます。この

管理コードがシステムに登録済みかどうかで、読込形式が以下のとおり異なります。 

(1) 管理コードシステムに未登録の場合 

支払先情報をシステムに追加します。 

(2) システムに登録済みの管理コード 

システムに登録済みの支払先に支払先情報を上書きで更新します。 

ただし、次の項目は、空欄での上書き更新はしません（変更不要の場合は入力省略できます）。 

1)個人区分   

2)個人番号は法人番号 

 

 

 

 



 

2 

 

Ⅲ  事前準備：管理コードの確認(登録)  
 「ＣＳＶファイルからのデータ読込機能」をご利用いただく場合には、すべての支払先に「管理コード」を登

録していただく必要があります。 

 

■ワンポイント■管理コードについて 

１．管理コードは、システムに登録済みの支払調書と、これから読み込もうとしているＣＳＶファイルの支払

調書を関連付けるためのコード(12桁以内の英数字)です。他社システムやExcelで利用(付番)されているコー

ドを想定しています。 

２．管理コードは、次のいずれかの方法で登録できます。 

(1) 直接入力 

    管理コードを直接入力します。 

(2) ＣＳＶファイルから読込 

  事前作成したＣＳＶファイルを読み込ませることで、登録済みの支払調書に管理コードを一括登録しま

す。 

 

■令和２年分以前に切り出したファイルを利用する場合のご注意（「フリガナ」欄の追加）■ 

令和３年分システムで、ＣＳＶファイルの項目に「フリガナ」欄が追加されました。令和２年分以前のシステム

で切り出したＣＳＶファイルを読み込む場合は、「管理コード」欄の右に、「フリガナ」欄の列を追加してくださ

い。これにより、令和２年分以前のＣＳＶファイルも令和３年分システムで読み込むことができます。 

 

(1) 「管理コードの確認(登録)」画面の表示 

①画面上部の「C3 管理ｺｰﾄﾞ確認(Ctrl+F3)」ボタンをクリックします。 
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(2) 「管理コードの確認(登録)」画面での操作 

①管理コードを次のいずれかの方法で登録します。 

1)直接入力する場合は、「登録開始」ボタンをクリックします。 

2)ＣＳＶファイルから読み込む場合は、「CSV ﾌｧｲﾙから管理ｺｰﾄﾞ読込」ボタンをクリックします。 

②「確認終了」ボタンで、当画面を閉じます。 
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(3) ＣＳＶファイルからの管理コード読込 

 管理コード登録用のＣＳＶファイルを事前に作成し、これを読み込ませることで、システムに登録済みの支

払先に対して、一括で管理コードを登録できます。支払先の登録件数が多い場合に便利です。なお、「氏名又は

名称」を基に、ＣＳＶファイルとシステムに登録済みの支払先を紐づけます。 

①読込処理のイメージ 

 

②ＣＳＶファイルの作成基準(全調書共通) 

列 項 目 名 入 力 文 字 基 準 必須 入 力 要 領 

1 管理コード 半角英数字 １２文字以内 ○ 
同一調書内で一意としてください 

（重複不可）。 

2 フリガナ 半角文字 ６０文字以内  
管理コードの読込では、フリガナを

入力しても読み込まれません。 

3 氏名又は名称 全半角文字 全角３０文字以内(半角６０文字以内) ○  

 

■ワンポイント■ＣＳＶファイルの読込開始行について 

  システムでは、１行目がタイトル行か否かを、1行目の１列目の内容で自動判定します。 

  そのため、読込開始行を選択いただく必要はありません。 

 1)１行目の１列目に全角文字が使用されている場合 

  １行目をタイトル行と判定し、２行目のデータから読み込みます。 

 

 2) １行目の１列目に全角文字が使用されていない場合 

   １行目のデータから読み込みます。 
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③読込処理について 

   1)「氏名又は名称」を基準に、ＣＳＶファイルとシステムに登録済みの支払先を紐づけます。 

 2)上記1)により特定した支払先について、ＣＳＶファイルの「管理コード」をシステムに登録します。 

④操作方法 

1)「CSV ﾌｧｲﾙから管理ｺｰﾄﾞ読込」ボタンをクリックします。 

2)ファイル選択ダイアログが表示されますので、管理コード登録用のＣＳＶファイルを選択します。 

    3)次のようなＣＳＶファイルの行はエラーとなり、読み込めません。 

    a.「氏名又は名称」が入力されていない 

    b.ＣＳＶファイルの「氏名又は名称」と一致する支払先が、システムに登録されていない。 

⑤読込エラー画面 

 

読み込んだＣＳＶファイルに、エラーとなる行があった場合には、当画面が表示されます。 

1)「解説(対処方法)」ボタン 

    各エラーの内容と対処方法が確認できます。 

2)「エラーリスト切出」ボタン 

   エラーリストをテキストファイルに切り出せます。 

3)「エラー該当以外読込」ボタン 

   今回エラーとなった行以外（正常に登録できる行）を読み込みます。 

4)「読込中止」 

すべての行の読込を中止します。 
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Ⅳ  ＣＳＶファイルからのデータ読込 
(1) 支払調書の一覧画面 

 

①画面上部の「ﾌｧｲﾙ読込」ボタンをクリックします。 

■ワンポイント■管理コード未登録エラーについて 

 
上記エラーは、システムに登録済みの支払先のうち、管理コードが未登録の支払先があると表示されます。 

当エラーが表示された場合は、画面上部の「管理ｺｰﾄﾞ確認」ボタンで、すべての支払先の管理コードを登録

してください。 

※「ＣＳＶファイルからのデータ読込機能」をご利用いただく場合には、すべての支払先に「管理コード」を

登録していただく必要があります。「管理コード」の登録手順等の詳細は、「Ⅲ  事前準備：管理コードの

確認(登録)」を参照してください。 
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(2) 読込ファイルの選択 

①今回読み込ませるＣＳＶファイルを「ﾌｧｲﾙ選択」ボタンから選択します。 

  ②上記①で選択したファイルの内容を確認する場合は「ﾌｧｲﾙ表示」ボタンをクリックします。 
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(3) 追加・更新内容の確認 

ＣＳＶ読込による追加・更新内容を確認します（この時点ではまだ読込は完了していません）。 

①読込開始 

追加・更新内容に問題がなければ、「F4読込開始」をクリックし、読込を開始します。 

※ＣＳＶファイルの内容等にエラーがある場合は、読込開始できません。 

この場合は、ＣＳＶファイルを修正し、再度読み込んでください。 

②読込中止・ファイル再選択 

追加・更新内容に問題（エラーを含む）があった場合には、「読み込み中止」をクリックして読み込みを中

止するか、「ファイル再選択」をクリックし、別のファイルを選択してください。 
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Ⅴ  巻末資料 

１．ＣＳＶファイルの作成基準 

 

■ワンポイント■ＣＳＶファイルの読込開始行について 

  システムでは、１行目がタイトル行か否かを、1行目の１列目の内容で自動判定します。 

  そのため、読込開始行を選択いただく必要はありません。 

 

 1)１行目の１列目に全角文字が使用されている場合 

  １行目をタイトル行と判定し、２行目のデータから読み込みます。 

 

  

2)１行目の１列目に全角文字が使用されていない場合 

  １行目のデータから読み込みます。 

 

 

 

(1) 報酬、料金、契約金及び賞金の支払調書 

列 項 目 名 入 力 文 字 基 準 必須 入 力 要 領 

1 管理コード 半角英数字 １２文字以内 ○ 同一調書内で一意としてください（重複不可）。 

2 ﾌﾘｶﾞﾅ(半角) 半角文字 ６０文字以内  半角文字で入力してください（例：ﾔﾏﾀﾞ ﾀﾛｳ）。 

3 氏名又は名称 全半角文字 
全角３０文字以内 

(半角６０文字以内) 
○  

4 郵便番号 半角英数字 ８桁  ハイフンありで入力してください（例：123-4567） 

5 
住所(居所)又は所在地 

上段 
全半角文字 

全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 
  

6 
住所(居所)又は所在地 

下段 
全半角文字 

全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 
  

7 個人区分 半角数字 １桁 
△ 

(※) 

1:個人 2.個人以外 

※追加(新規登録)時は入力必須。 

 更新時は省略可。 

8 個人番号又は法人番号 半角数字 １２文字又は１３文字   

9 
個人番号未入力の理由 

(提供を求めた経過等) 
全半角文字 

全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 

 次のいずれにも該当する場合にのみ入力してくださ

い。 

1.個人区分が「1.個人」 

2.「個人番号又は法人番号」が未入力 

10 提出要否 半角数字 １桁  
1:提出 2.提出不要 

※入力省略の場合は、「1.提出」で更新します。 
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11 区分(1) 号数 半角数字 １桁 
△ 

(※) 

1.(1号)原稿料、講演料等の報酬又は料金 

2.(2号)弁護士、税理士等の報酬又は料金 

3.(3号)診療報酬 

4.(4号)職業野球選手、騎手外行員等の報酬又は料金 

5.(5号)芸能等に係る出演、演出等の報酬又は料金 

6.(6号)ホステス等の報酬又は料金 

7.(7号)契約金 

8.(8号)賞金 

9.(8号)賞金（支払を受ける者が個人以外で、かつ所法 

174条第10号に該当する場合） 

※13列目「支払金額(1)」を入力している場合は必須項

目となります。 

12 区分(1) 名称 全半角文字 
全角１２文字以内 

(半角２４文字以内) 
  

13 細目(1)  全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

14 支払金額(1) 半角数字 １１桁以内     

15 支払金額内書き(1) 半角数字 ９桁以内     

16 源泉徴収税額(1) 半角数字 ９桁以内     

17 源泉徴収税額内書き(1) 半角数字 ９桁以内     

18 区分(2) 号数 半角数字 １桁 △ 10列目「 区分(1) 号数」の入力要項に準じてください。 

19 区分(2) 名称 全半角文字 
全角１２文字以内 

(半角２４文字以内) 
  

20 細目(2)  全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

21 支払金額(2) 半角数字 １１桁以内     

22 支払金額内書き(2) 半角数字 ９桁以内     

23 源泉徴収税額(2) 半角数字 ９桁以内     

24 源泉徴収税額内書き(2) 半角数字 ９桁以内     

25 区分(3) 号数 半角数字 １桁 △ 10列目「 区分(1) 号数」の入力要項に準じてください。 

26 区分(3) 名称 全半角文字 
全角１２文字以内 

(半角２４文字以内) 
  

27 細目(3)  全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

28 支払金額(3) 半角数字 １１桁以内     

29 支払金額内書き(3) 半角数字 ９桁以内     

30 源泉徴収税額(3) 半角数字 ９桁以内     

31 源泉徴収税額内書き(3) 半角数字 ９桁以内     

32 区分(4) 号数 半角数字 １桁 △ 10列目「 区分(1) 号数」の入力要項に準じてください。 

33 区分(4) 名称 全半角文字 
全角１２文字以内 

(半角２４文字以内) 
  

34 細目(4)  全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
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35 支払金額(4) 半角数字 １１桁以内     

36 支払金額内書き(4) 半角数字 ９桁以内     

37 源泉徴収税額(4) 半角数字 ９桁以内     

38 源泉徴収税額内書き(4) 半角数字 ９桁以内     

39 区分(5) 号数 半角数字 １桁 △ 10列目「 区分(1) 号数」の入力要項に準じてください。 

40 区分(5) 名称 全半角文字 
全角１２文字以内 

(半角２４文字以内) 
  

41 細目(5)  全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

42 支払金額(5) 半角数字 １１桁以内     

43 支払金額内書き(5) 半角数字 ９桁以内     

44 源泉徴収税額(5) 半角数字 ９桁以内     

45 源泉徴収税額内書き(4) 半角数字 ９桁以内     

46 区分(6) 号数 半角数字 １桁 △ 10列目「 区分(1) 号数」の入力要項に準じてください。 

47 区分(6) 名称 全半角文字 
全角１２文字以内 

(半角２４文字以内) 
  

48 細目(6)  全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

49 支払金額(6) 半角数字 １１桁以内     

50 支払金額内書き(6) 半角数字 ９桁以内     

51 源泉徴収税額(6) 半角数字 ９桁以内     

52 源泉徴収税額内書き(4) 半角数字 ９桁以内     

53 摘要 全半角文字 
全角６０文字以内 

(半角１２０文字以内) 
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(2) 不動産の使用料等の支払調書 

列 項 目 名 入 力 文 字 基 準 必須 入 力 要 領 

1 管理コード 半角英数字 １２文字以内 ○ 同一調書内で一意としてください（重複不可）。 

2 ﾌﾘｶﾞﾅ(半角) 半角文字 ６０文字以内  半角文字で入力してください（例：ﾔﾏﾀﾞ ﾀﾛｳ）。 

3 氏名又は名称 全半角文字 
全角３０文字以内 

(半角６０文字以内) 
○  

4 郵便番号 半角英数字 ８桁  ハイフンありで入力してください（例：123-4567） 

5 
住所(居所)又は所在地 

上段 
全半角文字 

全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 
  

6 
住所(居所)又は所在地 

下段 
全半角文字 

全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 
  

7 個人区分 半角数字 １桁 
△ 

(※) 

1:個人 2.個人以外 

※追加(新規登録)時は入力必須。 

 更新時は省略可。 

8 個人番号又は法人番号 半角数字 １２文字又は１３文字   

9 
個人番号未入力の理由 

(提供を求めた経過等) 
全半角文字 

全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 

 次のいずれにも該当する場合にのみ入力してください。 

1.個人区分が「1.個人」 

2.「個人番号又は法人番号」が未入力 

10 提出要否 半角数字 １桁  
1:提出 2.提出不要 

※入力省略の場合は、「1.提出」で更新します。 

11 区分(1)   全半角文字 
全角６文字以内 

(半角１２文字以内) 

 

 
 

12 物件の所在地(1) 上段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

13 物件の所在地(1) 下段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

14 細目(1) 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

15 計算の基礎(1) 上段 全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

16 計算の基礎(1) 下段 全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

17 支払金額(1) 半角数字 １１桁以内   

18 区分(2)   全半角文字 
全角６文字以内 

(半角１２文字以内) 

 

 
 

19 物件の所在地(2) 上段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

20 物件の所在地(2) 下段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

21 細目(2) 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

22 計算の基礎(2) 上段 全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

23 計算の基礎(2) 下段 全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

24 支払金額(2) 半角数字 １１桁以内   
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25 区分(3)   全半角文字 
全角６文字以内 

(半角１２文字以内) 

 

 
 

26 物件の所在地(3) 上段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

27 物件の所在地(3) 下段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

28 細目(3) 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

29 計算の基礎(3) 上段 全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

30 計算の基礎(3) 下段 全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

31 支払金額(3) 半角数字 １１桁以内   

32 区分(4)   全半角文字 
全角６文字以内 

(半角１２文字以内) 

 

 
 

33 物件の所在地(4) 上段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

34 物件の所在地(4) 下段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

35 細目(4) 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

36 計算の基礎(4) 上段 全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

37 計算の基礎(4) 下段 全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

38 支払金額(4) 半角数字 １１桁以内   

39 区分(5)   全半角文字 
全角６文字以内 

(半角１２文字以内) 

 

 
 

40 物件の所在地(5) 上段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

41 物件の所在地(5) 下段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

42 細目(5) 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

43 計算の基礎(5) 上段 全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

44 計算の基礎(5) 下段 全半角文字 
全角１１文字以内 

(半角２２文字以内) 
  

45 支払金額(5) 半角数字 １１桁以内   

46 

あっせんをした者 

住所(居所)又は所在地 

上段 

全半角文字 
全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 
  

47 

あっせんをした者 

住所(居所)又は所在地  

下段 

全半角文字 
全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 
  

48 
あっせんをした者 

氏名又は名称 
全半角文字 

全角３０文字以内 

(半角６０文字以内) 
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49 
あっせんをした者 

個人区分 
半角数字 １桁 

△ 

(※) 

1:個人 2.個人以外 

※47 列目「あっせんをした者 氏名又は名称」を入力し

ている場合は必須項目となります。 

50 
あっせんをした者 

個人番号又は法人番号 
半角数字 １２文字又は１３文字   

51 

あっせんをした者 

個人番号未入力の理由

（提供を求めた経過等） 

全半角文字 
全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 
 

あっせんをした者について、次のいずれにも該当する場

合にのみ入力してください。 

1.個人区分が「1.個人」 

2.「個人番号又は法人番号」が未入力 

52 
あっせんをした者 

支払確定年月日 
半角数字 １０桁以内  

次のいずれかの形式で入力してください。 

1.西暦年月日   例：20080331  

2.西暦年/月/日  例：2008/3/31 

53 
あっせんをした者 

あっせん手数料 
半角数字 １０桁以内   

54 摘要 全半角文字 
全角６０文字以内 

(半角１２０文字以内) 
  

(注) ＣＳＶファイルからのデータ読込機能は、同一の「支払を受ける者」に係る支払調書が複数枚となる 

   ケースには未対応です。その場合は、「不動産の使用料等の支払調書」メニューで直接入力してくださ

い。 
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(3) 不動産等の譲受けの対価の支払調書 

列 項 目 名 入 力 文 字 基 準 必須 入 力 要 領 

1 管理コード 半角英数字 １２文字以内 ○ 同一調書内で一意としてください（重複不可）。 

2 ﾌﾘｶﾞﾅ(半角) 半角文字 ６０文字以内  半角文字で入力してください（例：ﾔﾏﾀﾞ ﾀﾛｳ）。 

3 氏名又は名称 全半角文字 
全角３０文字以内 

(半角６０文字以内) 
○  

4 郵便番号 半角英数字 ８桁  ハイフンありで入力してください（例：123-4567） 

5 
住所(居所)又は所在地 

上段 
全半角文字 

全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 
  

6 
住所(居所)又は所在地 

下段 
全半角文字 

全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 
  

7 個人区分 半角数字 １桁 
△ 

(※) 

1:個人 2.個人以外 

※追加(新規登録)時は入力必須。 

 更新時は省略可。 

8 個人番号又は法人番号 半角数字 １２桁又は１３桁   

9 
個人番号未入力の理由 

(提供を求めた経過等) 
全半角文字 

全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 

 次のいずれにも該当する場合にのみ入力してください。 

1.個人区分が「1.個人」 

2.「個人番号又は法人番号」が未入力 

10 提出要否 半角数字 １桁  
1:提出 2.提出不要 

※入力省略の場合は、「1.提出」で更新します。 

11 物件の種類(1)   全半角文字 
全角５文字以内 

(半角１０文字以内) 

 

 
 

12 物件の所在地(1) 上段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

13 物件の所在地(1) 下段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

14 細目(1) 全半角文字 
全角８文字以内 

(半角１６文字以内) 
  

15 数量(1) 半角数字 ７桁＋小数２桁   

16 数量の単位(1) 全半角文字 
全角２文字以内 

(半角４文字以内) 
  

17 取得年月日(1) 半角数字 １０桁以内  

次のいずれかの形式で入力してください。 

1.西暦年月日   例：20080331  

2.西暦年/月/日  例：2008/3/31 

18 支払金額(1) 半角数字 １１桁以内   

19 物件の種類(2)   全半角文字 
全角５文字以内 

(半角１０文字以内) 

 

 
 

20 物件の所在地(2) 上段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

21 物件の所在地(2) 下段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

22 細目(2) 全半角文字 
全角８文字以内 

(半角１６文字以内) 
  

23 数量(2) 半角数字 ７桁＋小数２桁   

24 数量の単位(2) 全半角文字 
全角２文字以内 

(半角４文字以内) 
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25 取得年月日(2) 半角数字 １０桁以内  

次のいずれかの形式で入力してください。 

1.西暦年月日   例：20080331  

2.西暦年/月/日  例：2008/3/31 

26 支払金額(2) 半角数字 １１桁以内   

27 物件の種類(3)   全半角文字 
全角５文字以内 

(半角１０文字以内) 

 

 
 

28 物件の所在地(3) 上段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

29 物件の所在地(3) 下段 全半角文字 
全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

30 細目(3) 全半角文字 
全角８文字以内 

(半角１６文字以内) 
  

31 数量(3) 半角数字 ７桁＋小数２桁   

32 数量の単位(3) 全半角文字 
全角２文字以内 

(半角４文字以内) 
  

33 取得年月日(3) 半角数字 １０桁以内  

次のいずれかの形式で入力してください。 

1.西暦年月日   例：20080331  

2.西暦年/月/日  例：2008/3/31 

34 支払金額(3) 半角数字 １１桁以内   

35 

あっせんをした者 

住所(居所)又は所在地 

上段 

全半角文字 
全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 
  

36 

あっせんをした者 

住所(居所)又は所在地  

下段 

全半角文字 
全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 
  

37 
あっせんをした者 

氏名又は名称 
全半角文字 

全角３０文字以内 

(半角６０文字以内) 
  

38 
あっせんをした者 

個人区分 
半角数字 １桁 

△ 

(※) 

1:個人 2.個人以外 

※36 列目「あっせんをした者 氏名又は名称」を入力し

ている場合は必須項目となります。 

39 
あっせんをした者 

個人番号又は法人番号 
半角数字 １２文字又は１３文字   

40 

あっせんをした者 

個人番号未入力の理由

（提供を求めた経過等） 

全半角文字 
全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 
 

あっせんをした者について、次のいずれにも該当する場

合にのみ入力してください。 

1.個人区分が「1.個人」 

2.「個人番号又は法人番号」が未入力 

41 
あっせんをした者 

支払確定年月日 
半角数字 １０桁以内  

次のいずれかの形式で入力してください。 

1.西暦年月日   例：20080331  

2.西暦年/月/日  例：2008/3/31 

42 
あっせんをした者 

あっせん手数料 
半角数字 １０桁以内   

43 摘要 全半角文字 
全角６０文字以内 

(半角１２０文字以内) 
  

(注) ＣＳＶファイルからのデータ読込機能は、同一の「支払を受ける者」に係る支払調書が複数枚となる 

ケースには未対応です。その場合は、「不動産等の譲受けの対価の支払調書」メニューで直接入力して

ください。 
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(4) 不動産等の売買又は貸付けのあっせん手数料の支払調書 

列 項 目 名 入 力 文 字 基 準 必須 入 力 要 領 

1 管理コード 半角英数字 １２文字以内 ○ 同一調書内で一意としてください（重複不可）。 

2 ﾌﾘｶﾞﾅ(半角) 半角文字 ６０文字以内  半角文字で入力してください（例：ﾔﾏﾀﾞ ﾀﾛｳ）。 

3 氏名又は名称 全半角文字 
全角３０文字以内 

(半角６０文字以内) 
○  

4 郵便番号 半角英数字 ８桁  ハイフンありで入力してください（例：123-4567） 

5 
住所(居所)又は所在地 

上段 
全半角文字 

全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 
  

6 
住所(居所)又は所在地 

下段 
全半角文字 

全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 
  

7 個人区分 半角数字 １桁 
△ 

(※) 

1:個人 2.個人以外 

※追加(新規登録)時は入力必須。 

 更新時は省略可。 

8 個人番号又は法人番号 半角数字 １２文字又は１３文字   

9 
個人番号未入力の理由 

(提供を求めた経過等) 
全半角文字 

全角２０文字以内 

(半角４０文字以内) 

 次のいずれにも該当する場合にのみ入力してください。 

1.個人区分が「1.個人」 

2.「個人番号又は法人番号」が未入力 

10 提出要否 半角数字 １桁  
1:提出 2.提出不要 

※入力省略の場合は、「1.提出」で更新します。 

11 区分(1)   全半角文字 
全角１２文字以内 

(半角２４文字以内) 

 

 
 

12 支払確定年月日(1) 半角数字 １０桁  

次のいずれかの形式で入力してください。 

1.西暦年月日   例：20080331  

2.西暦年/月/日  例：2008/3/31 

13 支払金額(1) 半角数字 １１桁   

14 区分(2)   全半角文字 
全角１２文字以内 

(半角２４文字以内) 

 

 
 

15 支払確定年月日(2) 半角数字 １０桁  

次のいずれかの形式で入力してください。 

1.西暦年月日   例：20080331  

2.西暦年/月/日  例：2008/3/31 

16 支払金額(2) 半角数字 １１桁   

17 
あっせんに係る不動産等(1) 

物件の種類  
全半角文字 

全角５文字以内 

(半角１０文字以内) 
  

18 
あっせんに係る不動産等(1) 

物件の所在地 上段 
全半角文字 

全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

19 
あっせんに係る不動産等(1) 

物件の所在地 下段 
全半角文字 

全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

20 
あっせんに係る不動産等(1) 

数量 
半角数字 ７桁＋小数２桁   

21 
あっせんに係る不動産等(1) 

数量の単位 
全半角文字 

全角２文字以内 

(半角４文字以内) 
  

22 
あっせんに係る不動産等(1) 

取引金額 
半角数字 １１桁   

23 
あっせんに係る不動産等(2) 

物件の種類  
全半角文字 

全角５文字以内 

(半角１０文字以内) 
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24 
あっせんに係る不動産等(2) 

物件の所在地 上段 
全半角文字 

全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

25 
あっせんに係る不動産等(2) 

物件の所在地 下段 
全半角文字 

全角１０文字以内 

(半角２０文字以内) 
  

26 
あっせんに係る不動産等(2) 

数量 
半角数字 ７桁＋小数２桁   

27 
あっせんに係る不動産等(2) 

数量の単位 
全半角文字 

全角２文字以内 

(半角４文字以内) 
  

28 
あっせんに係る不動産等(2) 

取引金額 
半角数字 １１桁   

29 摘要 全半角文字 
全角６０文字以内 

(半角１２０文字以内) 
  

(注) ＣＳＶファイルからのデータ読込機能は、同一の「支払を受ける者」に係る支払調書が複数枚となる 

ケースには未対応です。その場合は、「不動産等の売買又は貸付けのあっせん手数料の支払調書」メ 

ニューで直接入力してください。 

 

  



 

19 

 

２．Microsoft ExcelでＣＳＶデータを作成(編集)する場合の手順 

Microsoft ExcelでＣＳＶデータを作成（編集）すると、管理コード等で数字文字列を使用する場合に、先

頭の0（ゼロ）が削除されてしまいます（例：012345→12345、000000000001→1）。また、１２桁以上の数値が

指数形式で表示される場合があります（例：123456789012→1.23457E+11）。 

そのため、Microsoft ExcelでＣＳＶデータを入力（編集）する場合は、以下の手順で行ってください。 

（手順は、Microsoft365 Excelを例にご説明します。） 

 

(1) 新規にＣＳＶデータを作成する手順 

①Microsoft Excelを起動します。（白紙のワークブックが開いた状態にします。） 

 

②１列に１項目、１行に１支払先を入力します。項目、入力する値については、各読込機能のＣＳＶファ

イル作成基準をご参照ください。 

 

③列（管理コードや個人番号又は法人番号）を選択し、右クリック－「セルの書式設定」を選択します。 

 

④「セルの書式設定」ウィンドウが表示されますので、「文字列」を選択し、「ＯＫ」をクリックします。 
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⑤これにより列に「先頭の0（ゼロ）の数値」や「12桁以上の数値」を入力できるようになります。 

 

 

⑥編集終了後、シートを保存します。なお、「名前を付けて保存」の場合は、保存時に「ファイルの種類」 

を「ＣＳＶ(コンマ区切り)(*.csv)」を選択して保存します。 
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(2) 作成済みのＣＳＶデータを編集する手順 

① Microsoft Excelを起動します。（白紙のワークブックが開いた状態にします。） 

 

② 「ファイル」－「オプション」をクリックします。※当手順は「Microsoft365 Excel」等の場合に必要 

 

1)「Excelのオプション」ウィンドウが表示されます。 

2)「データ」の「レガシ データ インポート ウィザードの表示」の「テキストから(レガシ)」に 

チェックを付けます。 

    3)「ＯＫ」ボタンをクリックします。 
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③ メニューバーの「データ」→「データの取得」→「従来のウィザード」→「テキストから(レガシ)」で、 

ＣＳＶファイルを指定します（ファイルの種類は「すべてのファイル」とします）。 

    ※Excelのバージョンによって、「データ」→「外部データの取り込み」→「テキストファイルのインポート」

で指定できる場合もあります。 

 

④「ﾃｷｽﾄ ﾌｧｲﾙ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ･1/3」ダイアログが表示されますので、「元のデータの形式」指定で「コンマやタブな 

どの区切り文字によってﾌｨｰﾙﾄﾞごとに区切られたデータ」にチェックがあるのを確認して［次へ］ボタン

をクリックします。 
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⑤「ﾃｷｽﾄ ﾌｧｲﾙ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ･2/3」ダイアログが表示されますので、「区切り文字」指定で「コンマ」にチェックを 

入れて［次へ］ボタンをクリックします。 

 

⑥「ﾃｷｽﾄ ﾌｧｲﾙ ｳｨｻﾞｰﾄﾞ･3/3」ダイアログが表示されますので、次の操作を行います。 

1)データのプレビューで「管理コード」列を選択 

2)「列のデータ形式」指定で「文字列」を選択 

3)データのプレビューで「個人番号又は法人番号」列を選択  ※隠れている場合はスクロールを右へ 

4)「列のデータ形式」指定で「文字列」を選択 

  5)「完了」ボタンをクリック 

 

⑦「データの取り込み」ダイアログが表示されますので、「ＯＫ」をクリックします。 

この手順でＣＳＶデータを表示することで、列が「文字列」として表示されますので、「先頭の0（ゼロ）

の数値」や「12桁以上の数値」も表示(編集)できるようになります。 

 
⑧編集終了後、シートを保存します。なお、「名前を付けて保存」の場合は、保存時に「ファイルの種類」

を「ＣＳＶ(コンマ区切り)(*.csv)」を選択して保存します。 

  

2) 
4) 

1) 

3) 

5) 
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３．「フリガナ」欄をＣＳＶファイルで一括読込する場合の手順 

登録済みの支払調書に「フリガナ」を登録する際、ＣＳＶファイルで「フリガナ」を読み込む場合は、以下

の手順を参考にしてください。 

 

(1) 支払調書の一覧画面の「ﾌｧｲﾙ切り出し(Ctrl+F5)」ボタンで、ＣＳＶファイルを切り出します。 

 

(2) 「管理コード」及び「フリガナ」を追加したＣＳＶファイルを作成します。 

①システムでＣＳＶファイルを読み込むためには、「管理コード」の登録が必要です。忘れず登録してください。 

なお、「管理コード順」で表示したい場合は、「”（ダブルクォーテーション）」を両端につけて、１行目に

「”000000000001”」、２行目に「”000000000002”」のように入力し、３行目以降はExcelの連番による自動入

力の機能を使って付番してください。 

②Excelで「フリガナ」の列に、「氏名又は名称」のフリガナを入力します。 

なお、Excel でフリガナを振る・半角にする関数（「=ASC(PHONETIC(C2))」）を「管理コード」の各セルに

入力する方法が考えられます。なお、「フリガナ」が正しいか必ずご確認ください。 

③ＣＳＶファイルを編集後、シートを保存します。なお、「名前を付けて保存」する場合は、保存時に「ファイ

ルの種類」を「ＣＳＶ(コンマ区切り)(*.csv)」を選択して保存します。 

 

(3) ＣＳＶ読込では、一度収集した個人番号の保持を目的として、洗い替えではなく上書きで更新します。その

ためには登録済みの支払調書データと紐づける必要があります。その紐づけのために、登録済みの支払調書に

「管理コード」を登録する必要があります。ついては、以下のとおり、「管理コード」を登録するための読込と、

支払調書データの読込の両方を行ってください。なお、いずれも上記(2)で作成したＣＳＶファイルを共通で利

用できます。 

①「管理コード」を登録するための読込 

支払調書の一覧画面の「管理ｺｰﾄﾞ確認(Ctrl+F3)」ボタンで表示される「管理コードの確認(登録)」画面の

「CSVﾌｧｲﾙから管理ｺｰﾄﾞ読込」ボタンをクリックし、上記(2)で作成したＣＳＶファイルの管理コードを読み

込みます。 

②支払調書データの読込 

支払調書の一覧画面の「ﾌｧｲﾙ読込(Ctrl+F4)」ボタンで、上記(2)で作成したＣＳＶファイルを読み込みま

す。 

 

以上 
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